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Fは、戦争放棄の憲法9■は局きち九条の会は、戦争放棄の憲法9条を守り、永久に「戦争をしない
国・日本」であることを願って活動する自由な市民の会です。支持政党や宗教を問
わず、何の拘束もありません■結成2005年12月。会員363名■会費は年千円。

＜本会のシンボルのワッペン『焔を抱く少女」：デザイン故・朝倉悠三さん

本会の｢9籟板｣に質問の書き込みがありました
原町区錦町の本会の｢9条看板｣に舎年1月､＜写真＞のような二つの書き込みが
ありました｡透明テープに黒マーカーで書き､看板に貼ったようです｡事務局では、
9条に関する前向きの書き込みととらえ､質問について次のように考えています。

世界I呑憲湖条をえらび嶋硫
あなたは9条を変えて戦争に行きますか？
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書き込みのく写真左＞「芒れどどの園？」と、＜写真右＞『中園に9条教えてあげて」

’ ’9条の「戦争放棄」は人類の未来の有LI様で 罰’
憲法9条の「戦争放棄jは1945（昭和20）年の敗戦後に日本で突然生まれたもの
ではなく、言うまでもなく数千年の人類の歴史のなかで積み上げられた叡智です。
ですから「平和・戦争放棄」条項は日本国憲法第9条だけのものではなく、未来
の世界のあるべき理想の姿で、さらに世界に拡大するのは当然のことです。

画9条を自国憲法にという首相も|M画大西洋の島に｢9条の碑』’西洋の島に｢9条9条を自国憲法にという首相も
○2007年3月6日､来日中のモラレス・ボリ

ビア大統領は､安倍晋三(当時)首相と会談し、

｢現在進めている憲法改正で戦争放棄を盛り込

みたい｣と話すが安倍首相は返答せずに終わる。

○また6年前､マレーシア

鐺誤協乞摺や壌曇墨書
ましだが､2018年8月7日日

本訪問の際に｢日本は自衛以

外の戦争を拒否している｡マ

レーシア憲法に日本の憲法9条の平和条項を盛り
込みたい｣と､福岡市での記者会見で話していま

した｡憲法9条への熱い思いが感じられます。
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○1990年頃､テルデ市長さんが日本

国憲法9条に感動し1996年に｢広島｡長
崎広場｣をつくり､そこに｢9条の碑｣を
建て､世界に｢9条｣は拡大しています。一ロ

万L采Iさらきぅ



N@40 S

１
０

軍
隊
の
な
い
国
家

前田朗

’回 世界の国々の「戦争放棄。平和条項」 ’

○「平和条項」は日本の9条だけの特異なものではなく世界の憲法で
次の様な規定があります。前田朗暉隊のない国家』日本評論社より伝

①平和の重視や平和政策の推進(ｲﾝﾄ､ﾊｷｽﾀﾝなど48カ国）
②国際協調や国連憲章の遵守(ﾚﾊﾉﾝ､ﾊﾝｸﾗﾃｼﾕなど75カ国）
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③内政不干渉(ﾎﾙﾄｶﾙ､ﾄﾐﾆｶなど22ｶ国）④非同盟政策(ｱﾝｺﾗなど10カ国）
⑤中立または永世中立(ｵｰｽﾄﾘｱなど6カ国）⑥軍縮の志向(ﾊﾝｸﾗﾃｼﾕなど4カ国）
⑦平和的国際組織への参加(ﾉﾙｳｴｰなど18カ国)③国際紛争の平和的解決(ｶﾀｰﾙなど29ｶ国）
⑨侵略戦争の否認(ﾄｲﾂ､ﾌﾗﾝｽなど13ｶ国）⑩ﾃﾛ行為の排除(ﾁﾘ､ﾌﾗｼﾙの2ｶ国）
⑪国際紛争を解決する手段としての戦争放棄(日本､イタリアなど5カ国）
⑫国家政策を遂行する手段としての戦争放棄(ﾌｨﾘﾋﾝ1カ国）
⑬外国軍隊の通過禁止･外国軍事墓地の非設置(ベルギー､マルタなど13カ国）
⑭核兵器の禁止(ﾊﾗｵ､ﾌｨﾘﾋｿなど11ｶ国） ⑮軍隊の非設置(ｺｽﾀﾘｶ､パナマの2ｶ国）
⑬軍隊の行動の規制(ｱﾒﾘｶ、ﾒｷｼｺなど30ｶ国）⑰戦争の扇動の禁止(ﾄｲﾂなど12カ国）

劃⑥ 世界の196カ国中、軍隊を持たない国は27ヵ国
1928年パリ不戦条約の｢国際紛争解決の○世界の国は196(国連加盟国は193)ですが、

ための戦争放棄､一切の武力使用禁止｣､1945年国連憲章第2条4項の「武力による
威嚇又は武力の行使の禁止｣、さらに1947年日本国憲法第9条の「戦争の放棄｣は、
世界の国々に大きな影響を与え､＜下の地図＞のように「軍隊を持たない国」27
カ国を実現させています｡「戦争放棄｣が世界中に拡大していることの表れです。
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｡ 1日本は平和の外交力を高め、9条を世界に拡大した（
｢｢国家は軍隊を持つのが当たり前」とか「軍隊がなければ国家とは言えない」は誤りです。

軍隊がなくても国家は維持・存続できる。問題は平和外交を駆使して安全保障を確立すること
です。世界に9条を広げて、軍隊のない国家に変える努力をするべきです｡』（前田朗）
○憲法9条の平和の理念を、覇権主義の国々へ拡大することも一層重要になってきます。


